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序 章 計画策定の背景と目的 

１ 背景と目的 

⁸ ⅜ ∆╢ │⁸ 40 1965 ⅛╠ ↕╣⁸

─ │ 2.6 ≢ ─ 16.7 β╩ ╘≡™╕∆⁹ 

╕√⁸ │ ⅜ ™≡⅔╡⁸ 5 5 ≢ 473 ≤⌂∫≡™╕∆⁹ 

⌐≈™≡│⁸↓╣╕≢ ─╒⅛⁸ ╛ ה ה ─ ╩

⇔≡⅝╕⇔√⅜⁸ ╙ ↕╣╢ ╛ ⌂ ⁸ ⌐│ ─ ⅜

⌐⌂╢≤ ⅎ╠╣⁸ ⌂ ⅜ ≤⌂∫≡™╕∆⁹ 

⁸ │⁸ ╩ ╕ⅎ⁸ ─ ╛ ─

≤⇔≡⁸ ─ ╙ ⇔≈≈⁸ 40 ─ ⅎ ╩ ∆╢

╩ ╢⌂≥⁸ ⌐⅛⅛╢◖☻♩╩ ⌐ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ─ ⌂

─ ╩ ⌐ 3 3 ⌐ ╩ ⇔╕⇔√⁹ 

∕─ ⁸ 5 3 ⌐ ⁸ ⁸ ⁸ ⅜ ⇔⁸ 5

4 ⌐ ⅜ ⇔√↓≤⅛╠⁸ ─ ╩ ™╕∆⁹ 

β ה 29 3 ≢─  

 

２ 計画期間 

│ ⌂ ─ ⌐╟╡⁸ ╩ 40 ⁸ ╩ 6 2024

⅛╠ 15 2033 ╕≢─ 10 ≤⇔╕∆⁹ 

 

 

 

 

 

３ 計画の位置づけ 

│⁸ ╩│∂╘≤∆╢ ╛ ≤ ╩ ╡⌂⅜╠ ⇔╕∆⁹ 

 

図表 計画の位置づけ 
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第 1 章 安平町の学校施設等を取り巻く状況 

１ 安平町の概要 

（１）位置・面積 

─ │⁸ ╩ ⅛╠ ↄ 100

150 ─ ⅜ ⅛╠ ⌐ ∫≡⅔╡⁸ │

⌐ ⌂╢ ≤⌂∫≡™╕∆⁹╕√⁸ ⅛╠

⌐⅛↑≡ ⌐ ⅜ ╣⁸

≢ ⌐ ™≢™╕∆⁹ │237.16 ≢ ⌐

ↄ ⅝⌂ ⁸ ⁸ ⁸ ─4 ⅜

⌐ ⌂∫≡™╕∆⁹ │⁸ ─

⌐ ╦╣≡™╕∆⁹ │ ⅜6.5 ≤

─ ≤ ∆╢≤ ⅛ↄ⁸╕√⁸

│1,000 ≢⁸ │7 9 ⌐ ⇔≡⅔╡⁸

─ │ ≢│ ⌂™ ≤⌂∫≡™╕∆⁹ 

 

（２）歴史・文化 

22 1889 ─ⱨ⸗fi◔ ┼─ ה ╩ ╕╡≤⇔⁸ 25 1892 ⌐

≤ ─ ≤⇔≡ ⅜ ↕╣╢≤⁸ ╩ ⌐ ⅜ ⇔

⅜ ⇔╕⇔√⁹ ≢│ ─ ⌐╟╡⁸ ⁸ ⅜ ⇔╕⇔√⁹ 

33 1900 ⌐│ ⅛╠ ≤⇔≡ ⇔⁸ 27 1952 ⌐│ ⅛╠

⅜ ╕⇔√⁹∕─ ⁸ │ ≤⇔≡⁸ │ ≤⇔≡⁸∕╣∙╣─

─ ╩ ⅛⇔⌂⅜╠⁸╕∟≠ↄ╡╩ ╘╕⇔√⁹ │ ─ ╛

≢ ─☼כ♅≡╘ ⌐ ╡ ╗⌂≥ ⌐ ⅝⌂ ╩ ⇔⁸ │ ⅜

ↄ ╠∆⁸ ─ ≤⇔≡ ⇔≈≈⁸⅔ ™─ ─ ╛ ─ ∕╣∙╣ ╩ ╖

⌡╕⇔√⁹∕─ │ 16 2004 4 ⌐₈ ה ₉╩ ⇔⁸ ─

⁸ 18 2006 3 ⌐₈ ₉≤⇔≡ ┘└≤≈─ ≤⌂╡╕⇔√⁹ 

 

（３）対象施設 

─ │⁸ ─ ⁸ ⁸ ≥╙ ⁸ ☿fi♃כ─ 6

≤⇔╕∆⁹ 

ᾍ  ᷀ 

ᾛἶ  ѝᾛἶ  ὄ₳ ѝ ʭ 22 ᷂ 

ʴἶ  ѝʴἶ  ὄ₳ ѝ 6 ʞ 56 ᷂ 

ҵ ἶ  ἶᶸ ὄ₳ Ẏ 169 ᷂ 1 

ἧ ᶸ ἧ ᶸ  ὄ₳ Ẏ 156 ᷂ 1 

ἧ ᶸ ὄ₳ ѝ 6 ʞ 54 ᷂ 

̀ ὄ₳ ἶ   ὄ₳ ὄ₳ 562 ᷂ 11  

 

資料：安平町ホームページ 

 安平町  

苫小牧 
厚真 

鵡川 

白老 

室蘭 

壮瞥 

伊達 

伊達 

洞爺湖 豊浦 

胆振管内 
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２ 人口・世帯数の動向 

（１）人口・世帯数 

─ │⁸ 35 1960 ─ 14,485 ╩Ⱨ⁸≡⇔≥◒כ ⌐ ⇔⁸ 2 2020

─ ⱬכ☻≢ 7,340 ≤⌂∫≡™╕∆⁹ 

│ 12 2000 ─ 3, 829 ⁸ ≤⌂╡ 2 2020 ⌐│ 3,451

≤⌂∫≡™╕∆⁹ 

≥↔⇔ה≥└ה∟╕ ⌐⅔↑╢ ─ ≢│⁸ 12 2030 ⌐│

7, 254 ⁸ 22 2040 ⌐│ 6, 657 ≤ ⇔≡™╕∆⁹ 

 

図表 人口の推移（実数値と推計値） 

β --- ⌐╟╢ 

β --- ≥↔⇔ה≥└ה∟╕  

図表 安平町の人口の推移 

 

資料 各年国勢調査（※上段：実数、下段：前回調査年度比）※胆振管内は市除く 

図表 安平町の世帯数の推移 

 

資料 各年国勢調査（※上段：実数、下段：前回調査年度比）※胆振管内は市除く 
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（２）年齢別人口 

2 2020 ─ 65 ─ │ 2,712 ≢№╡ ─ 36.9 ╩ ╘≡™╕∆⁹

│ 31.8 ≤ │ ∫≡™╕∆⁹ 

⁸15 ─ │ 10.3 ≢⁸ ≤ ≤⌂∫≡™╕∆⁹ ╩

╢≤ ≤ ⌐ 65 69 ⅜ ╙ ™╒⅛⁸ ≢│ 20 29 ─ ⅜ ™↓≤⅜

≤⌂∫≡™╕∆⁹ 

   

図表 年齢別人口／5歳階級（国勢調査） 

 

  

100  
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３ 上位・関連計画の状況 

（１）インフラ長寿命化基本計画 

［平成 25（2013）年 11 月 インフラ老朽化対策の推進に関する関係省庁連絡会議］ 

⌐ ⌐ ↕╣√▬fiⱨꜝ─ ⌂ ⌐ ↑⁸ ⌂ ה

ה ╩ ∆╢↓≤╩ ⌐ ↕╣≡™╕∆⁹ 

図表 インフラ長寿命化基本計画の概要 

＜計画の目的＞ 

 

 

＜計画の概要＞ 

［1.目指すべき姿］ 

◆安全で強靭なインフラシステムの構築 

◆総合的・一体的なインフラマネジメントの実現 

◆メンテナンス産業によるインフラビジネスの競争力強化 

 

［2.基本的な考え方］ 

◆インフラ機能の確実かつ効率的な確保 

‛ⱷfi♥♫fi☻◘▬◒ꜟ─ ╛ ─ ⌐╟╡⁸ ה ╩  
‛ ─ ⁸ ─ ™ ─ ╩♩☻◖ꜟ♃כ♩╡╟⌐ ה ⇔⁸ 
▬fiⱨꜝ ─ ╩  

◆メンテナンス産業の育成 

‛ ─ ⁸ ─ ה ⌐╟╡ ╩ ↕∑⁸ ─ ┼   

◆多様な施策・主体との連携 

‛ ה ≤─ ⌐╟╡⁸ ה ╩  

‛ ה ה ─ ╩ ⇔⁸ ╠╣√ ╛ ≢ ╛ ╩ ה  
      

 

［3.計画の策定内容］ 

◆インフラ長寿命化計画（行動計画） 

‛ ⌂ ╛ ─ ╩ ∆╢ ⅜ ╘╠╣╢ ≡─▬fiⱨꜝ≢ⱷfi♥♫fi☻◘▬◒ꜟ
╩ ה ה ↕∑╢√╘─ ─   

─ ≤ ה ◖☻♩─ ⇔ ⌐ ╢ ─   

◆個別施設毎の長寿命化計画（個別施設計画） 

‛ ─ⱷfi♥♫fi☻◘▬◒ꜟ─                           

─ ─ ⅎ ─ ≤   
     

＜必要施策の方向性＞ 

点検・診断 定期的な点検による劣化・損傷の程度や原因の把握 等 

修繕・更新 優先順位に基づく効率的かつ効果的な修繕・更新の実施 等 

基準類の整備 施設の特性を踏まえたマニュアル等の整備、新たな知見の反映 等 

情報基盤の整備と活用 電子化された維持管理情報の収集・蓄積、予防的な対策等への利活用 等 

新技術の開発・導入 ICT、センサー、ロボット、非破壊検査、補修・補強、新材料等に関する 

技術等の開発・積極的な活用 等 

予算管理 新技術等の活用やインフラ機能の適正化による維持管理・更新コストの縮

減、平準化 等 

体制の構築 ［国］技術等の支援体制の構築、資格・研修制度の充実 

［地方公共団体］維持管理・更新部門への人員の適正配置、国の支援制度

等の積極的な活用 

［民間企業］入札契約制度の改善 等 

法令等の整備 基準類の体系的な整備 等 

ƥΉѩ ǵ ᾎᴁӓ ș ǯǞǭƲɟɱɄɈɱȷȳȢȭɩș  

ƥɟɱɄɈɱȷȳȢȭɩǵὕ ȋ̱Ѱǵ ǲȏȑƲɆɶȽɩȱȷɆș ɵ₳ ӓ 

ƥ ἶὍǵ ǲȏȑƲ ș ɵɟɱɄɈɱȷ ș  
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（２）文部科学省インフラ長寿命化計画（行動計画）［令和 3（2020）年 3 月］ 

│⁸ ⌐╟╢ ⌐ ≠⅝⁸ 3 2021 7 2025 ╩ ≤⇔⁸

⅜ │ ∆╢ ─ ⌐ ↑⁸ ⌂ ─ ╩ ╠⅛⌐∆╢

↓≤╩ ⌐ ↕╣≡™╕∆⁹ 

 

図表 文部科学省インフラ長寿命化計画（行動計画）の概要 

＜計画の範囲＞ 

 

 

 

＜目指すべき姿＞ 

◆各設置者における「メンテナンスサイクル」（①定期的な点検・診断、②計画策定、③

計画に基づく対策の実施）の構築 

◆これまでの改築中心から長寿命化、事後保全から予防保全への転換を促し、中長期的

な維持管理等に係るトータルコストの縮減、予算の平準化 

 

＜現状・課題＞ 

◆第 2 次ベビーブームに対応して整備された学校施設等について、今後、急速な老朽化

と整備需要の急増が予想 

◆児童生徒等の安全性の確保はもとより、個別最適な学びと協働的な学びを実現する教

育環境の整備やバリアフリー環境の整備、防災機能の強化など、近年の整備需要も盛

り込み、必要に応じて計画を更新していくことが課題 

◆個別施設計画の策定が完了していない設置者が存在することや策定した個別施設計画

に記載すべき事項が盛り込まれていない計画もある 

◆人口減少や厳しい財政状況が続く中、学校の適正規模・適正配置や他施設との複合化

の検討に加え、整備・運営に民間の資金等の活用を検討することも課題 

 

＜取組の方向性＞ 

◆メンテナンスサイクルの着実な実施 

 ◆予防保全型の老朽化対策への転換 

 ◆個別施設計画の内容の拡充や適時の計画の見直し 

 ◆公的ストックの最適化 

 Ợ ╩ ╘√PPP/PFI⌂≥─ ─  

 Ợ ─ ⁸ ─ ─ ┘  

 Ợ ─ ה  

 

  

Ƥᾍ ǲ ǠȒЏ їǓǉȑƲẉ ǵᶮ ș֞ǘЊȓȒ  

      ᶮЏ ἶ ƲЏ ̝ Ʋ ᵣḌ ˲Ʋ⅍  

Ƥ ̉ᴇ 3 2021 ̉ᴇ 7 2025 ₴↓ 
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（３）学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書［平成 29（2017）年 3 月 文部科学省］ 

│⁸ ⌐╟╢▬fiⱨꜝ ⌐ ≠⅝⁸

⌐⅔™≡ ╩ ≤⇔√ ⅜ ⌐ ↕╣╢╟℮⁸ ⌐ ╡ ╗═⅝

╛⁸∕╣╠╩ ∆╢ ≢─ ╩ ∆╙─≤⇔≡ ↕╣≡™╕∆⁹ 

⌂⅔⁸ ≢│⁸ ─√╘─ ╩ ∆╢⌐№√╡⁸₈ᵑ ─

₉⁸₈ᵒ ─ ₉⁸₈ᵓ ─ ה ◖☻♩─ ₉⁸₈ᵔ ─ ─ ₉

─ 4 ⅜ ↕╣≡™╕∆⁹ 

図表 長寿命化の判定フロー 
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（４）第 2 次安平町総合計画（後期基本計画）［令和 5 年（2023）年 3 月］ 

│⁸ 5 2023 8 2026 ╕≢─ 4 ╩ ≤⇔⁸ ╩

₈ ≡√™ ╠⇔√™ ╡√™ ╖╪⌂≢ ┼ ↑╢╕∟₉≤⇔≡⁸ ⌐ ∆╢

╩₈з ה≡ ₉ 3≢ ≠↑≡™╕∆⁹ 

 

ᾓ ϑ  

  ₒ   

ἧ ѝ  

Ḩ ἶ Ẍ ₁ ὕ Ҙ ἶ Ϲὕ 

 

 

 

( ) ἶ Ϲὕ 

( ) ˲ ἶҘ ἶ ▌ӓ 

( ) ᾛ ᾚ  

( ) Ѓ ♪ ̱Ҙׄʣ  

( ) ἶ ρ ʹ ᾎᴁӓ  

 

ʴ Ḩ  

ʺ ֝  

ʴἶ П┴ ᷂Ӣ ҵ ἶ ἶᶸ П  

ἶ ʹ ʹ ρᴜ ρ 

ṑ ᷀ ד ѝ᷂Ӣᾛʴʝ ͔  

ἶ ᵣ˗  ѝ ἶ ͑ 
          

 

（５）安平町まち・ひと・しごと創生総合戦略［令和 2（2020）年 3 月改訂］ 

│⁸ 3 2021 7 2025 ╕≢╩ ≤⇔⁸ ⌐ ∆╢

│⁸ ⌂ ᵓ ≢ ≠↑≡™╕∆⁹ 

 

Е̱  

 ֯ ר ╠ ї  

ἶ Ϲὕ 
ה ≢─ ╛ ꜟⱣכ꜡◓─ ─ ⌐╟╡ ⅜ ╕╢ ╛

⁸╕√ⱪ꜡◓ꜝⱵfi◓ ╛ICTꜞ כ◦ꜝ♥ ⌂≥ ⇔™ ⌐ ≤↕╣╢ ─

≤ ⌐ ⇔≡ ╡ ╖╩ ╘╢≤≤╙⌐⁸GIGA☻◒כꜟ ⌐╟╢ 1 1 Ɽ

♁◖fi ─ ≤ ┼─ ─ ⅜ ╪≢™╢↓≤⅛╠⁸ ╩ ⅎ√

─ ⌐ ↑√ ≤ ╩ ╘≡™⅝╕∆⁹ 

Е̱  

͈ 

 

Ợ ─  

Ợ ─ ⌐╟╢ ≤─ ─  

ӓ ᾍꜘ Ϲὕ Ẇᶮ ᾚҞ

ᾛʴἶ ᴣ ˛ˆ Њ  

GIGA  
    

ρ ͝  
ה ≢ ⌂ ה ♠כⱳ☻ה ─ ≤ ─ ╩ ╢√╘⁸ ה

─ ⌂ ╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ─ ⌐ ∆╢ ╩

⌐ ⇔╕∆⁹ 

Е̱  

͈ 

 

ʴἶ П┴ ᾛἶ ʝ̱Ḍ ρ П  

ἶ ἶ ʹ ʹ 

ρᴜ ρ 
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（６）安平町公共施設等総合管理計画［平成 29（2017）年 3 月（令和 5 年一部改訂）］ 

│⁸ 29 2017 5 ⌐ ↕╣√ │⁸ ∆╢

╩ ⌐ ⇔≡™ↄ√╘─ ╩ ⇔≡™╕∆⅜⁸ ⌐ ∆╢ │⁸

↔≤─ ⌐ ∆╢ ⌂ ≢ ≠↑≡™╕∆⁹ 

 

ἶ ѝᾛ ѝʴ ἶᶸ  

 

 Кὦ 

ӓ ợ ѝᾛἶ ӓ ֻ ֻ

ⱳ  

ר  ợϮϼ ὕ ӓ›˗ Ὀ˓ ϼ ʺ̱┴

ᾶ Ṣ ʹ ὕ ֽ ẏ˝ ᾍ ⱳ

 

ѫ  ợ ἶ 1ἶ₴1ἶ ὑ ᾜἧӓ ◙

ҧ ҧ ἶ ᵣ ᶫ  

ᵣ  ợᾛʴʝ ѝᾛἶ ρ ⱳ ⁹ 

Ḩ  

ἶ Ѓ ֗ ♪ Ẏӭ ḹ ὄЋ ꜝ

ṑ ͪ ᾎᴁӓ ᶫ ʹ ρ  

ἧ ἶҘׄʣ ֝ Ҳ

ẉ ר ͪ ♬ Ẻ ṑ ὕ ׄ  

ѝᾛἶ ӓ ᾜἧӓ ◙ ᾛʴʝ ѝʴἶ

ֻ ҵ ἶ  

ʣ ϼ ἶ ӓ ר ѫ ᵣ

4 ˹♥ ҟ  

 

ἧ ἧ ᶸ ἧ ᶸ  

 

 Кὦ 

ӓ  

ר  － 

ѫ  ợ ἧ ᶸ ѫ Ṕқ Ἥ ֞ Њ ᶩ

˗ ͪ ┴  

ᵣ   

Ḩ  

ʰἧ ᶸ ᷀ Џ ˗ ᵣ  

ʰἧ ᶸ ᶸ↨ ᷂Ḫ̇ Вֿ ̸ Ⱳ ̱ ṑ

ρ ᶸ ᵣ ᾽  

ʣ ϼ ἧ ѫ ˹♥

ҟ  
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（７）安平町子ども・子育て支援事業計画（第 2 期）［令和 2（2020）年 3 月］ 

│⁸ 2 2020 6 2024 ╕≢╩ ≤⇔⁸ ╩₈ ≥╙⌐

╛↕⇔™╕∟≠ↄ╡₉≤⇔≡⁸ ⌐ ∆╢ ╩₈ ≥╙─ ∟₉≢ ≠↑

≡™╕∆⁹ 

 

ἧ  

Ḩ  ἧ β  

ἶ ṑ 
ה ≢│⁸ ─ ₁─ ⌐ ∂√⅝╘ ⅛™ ╩ ℮√╘⌐⁸ ─ ╛⁸

╛ ─ ╩ ∆╢⌂≥⇔≡™╕∆⅜⁸↕╠⌂╢ ╛

─ ⅜ ╘╠╣≡™╕∆⁹ 

⁸√╕ה ─ ⅛╠ ⌐╟╡ ⅜ ⌂ ╩ ∆╢ ╛

⌐╟╡⁸ ≡─ ≥╙⅜ ⇔≡ ┬↓≤⅜≢⅝╢╟℮⌐∆╢ ⅜№╡╕∆⁹↕╠⌐⁸ 30
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（８）安平町生涯学習計画（第 3 期）［令和 2（2020）年 3 月］ 
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第 2 章 学校施設の実態 

１ 学校施設の運営状況・活用状況等の実態 

（１）対象施設一覧 

─ │⁸ ─ ⁸ ⁸ ≥╙ ⁸ ☿fi♃כ─ 6

≤⇔╕∆⁹ 
      

図表 対象施設一覧（令和 5年 4 月現在） 

ᾍ  
┴ ₴  

├⅛  
 ̱  

ᾛἶ  ѝᾛἶ  51.3 1976  53.1 1978  4,506  

ʴἶ  ѝʴἶ  H24.3 2012  H24.3 2012  3,541  

ҵ ἶ  ἶᶸ R4.11 2022  R4.11 2022  7,088  

ἧ ᶸ ἧ ᶸ H22.3 2009  -  1,715  

ἧ ᶸ S55.3 1980  -  1,778  

̀ ὄ₳ ἶ  H25.12 2013  -  1,146  

ᶫ  ᾍ ̬ ᶫ 
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２ 児童生徒数および学級数の変化 

（１）児童生徒数および学級数の状況 

┘ │ 5 2023 5 1 308 20 ⁸ 165

10 ≤⌂∫≡™╕∆⁹ 

 

図表 3 児童・生徒数および学級数の現状（令和 5 年 5 月 1 日現在） 
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（２）学校数および児童生徒数の推移と将来推計 

─ │ 35 ─ 2,341 ≢ ⇔⁸ 5 3 ⌐

ה ⁸ ⅜ ⇔√↓≤⌐ ™ 5 ⌐│ 109 ≤⌂∫≡™╕∆⁹ 

∂ↄ⁸ │ 45 ─ 738 ⌐ ∂⁸ 5 3 ⌐

⅜ ⇔√↓≤⌐ ™ 5 ⌐│ 56 ≤⌂∫≡™╕∆⁹ 

  5 4 ⌐ ─ ⅜ ⇔⁸ ⅜ 308 ≤⌂∫≡™╕∆⁹ 

≢│ 8 2026 ≢│ ≢ ⅜ 443 ≤ ↕╣╕∆⁹ 

 

図表 児童生徒数の推移と将来推計（令和 5 年 5 月現在） 
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（３）学校区ごとの児童生徒数および学級数の将来推計 

↔≤─ ⅔╟┘ ─ │⁸ ≤⌂╡╕∆⁹ 

⅛╠ 8 2026 ⌐⅔↑╢ ─ │ ≢ 294 ≢№╡⁸

5 2023 ≤ ∆╢≤ 4.5 ─ ≤⌂╡╕∆⁹ ─ │ ≢ 149

≢№╡⁸ 5 2023 ≤ ∆╢≤ 9.6 ─ ≤⌂╡╕∆⁹ 

 

図表 児童生徒数の学校区別推計（令和 5年 5月時点） 
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３ 学校施設の保有量 

（１）学校ごとの保有量の現状および建築年別での学校保有量の状況 

≢ ≤∆╢ ─ │ 1.9 ≤⌂╡╕∆⁹╕√⁸ ⁸ │

≤⌂╡╕∆⁹ 

≢│ 30 ─ │ ≤⅔™╦↑ ≥╙ ─ 2 ≤⌂╡╕∆⁹ 

 

図表 建物別施設の状況（令和 5 年 5 月現在） 

 

    

 

（２）児童生徒 1 人当たりの施設面積 

─ ╡ │

5 ≢ ⅜

╙ ↄ 63.2 / ⁸ ™≢

41.3 / ⁸

⅜ 22.7 / ≤⌂∫≡™╕∆⁹ 
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４ 施設関連経費の推移 

（１）学校施設等の施設関連経費の状況 

5 ─ ⌐⅔↑╢ ─ │ 22,204 / ⁸ ─ │

4,780 / ⁸ ─ │ 12,456 / ⁸ ⌐≈™≡│ ≢ 33,847 / ≤

⌂∫≡⅔╡╕∆⁹ 

 

図表 施設関連経費の推移                              （単位：百万円） 

                                       （単位：円） 
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（２）学校ごとの維持修繕費の状況 

5 ─ ↔≤─ ─ ╩ ╢≤⁸ ⅜ ╙ ↄ 6,580 ⁸

™≢ ⇔√ ⅜ 5,007 ≤⌂∫≡™╕∆⁹ 

図表 学校別での維持修繕費の状況 

 

（３）学校ごとの光熱水費の状況 

5 ─ ↔≤─ ─ ╩ ╢≤⁸ ⅜ ╙ ↄ 34,319 ⁸

™≢ ⇔√ ⅜ 32, 040 ≤⌂∫≡™╕∆⁹ 

図表 学校別での光熱水費の状況 
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５ 学校施設の劣化状況の実態 

（１）学校施設の劣化状況の評価 

⅜ ∆╢ ⌐≈™≡⁸ ─ ╩ ⇔╕∆⁹ │₈ ה

⁸ ₉⌐≈™≡│ ⌐╟╡⁸╕√₈ →⁸ ה ₉⌐≈™≡│

⌐╟╡⁸ ─ ─A D ≢ ⇔╕∆⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）学校施設の劣化状況調査 

⅔╟┘ ⁸ ⌐≈™≡─ │ ≤⌂╡╕∆⁹ 
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①追分小学校 
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②追分中学校 
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③早来学園 
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④はやきた子ども園 
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⑥安平町学校給食センター 
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※（旧）早来中学校 
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（４）構造躯体の健全性及び構造躯体以外の劣化状況等の評価  

─ │ ⅜ ↄ╖╠╣╕∆⅜⁸ ⅜ ⁸ ה

≢ ≤⌂∫≡™╕∆⁹ 

 

図表 学校施設の劣化状況評価（建物情報一覧表） 

 

 

β ⅜ 30 ⇔≡™╢ ╩ ≢ ⇔≡™╕∆⁹ 

 

 

 

  



- 34 - 

第 3 章 学校施設整備の基本的な方針 

１ 学校施設を取り巻く状況の整理 

⌂ ─ ⌐ ↑⁸ ─ ╩ ╡ ↄ ╩ ∆╢≤ ≤⌂╡╕∆⁹ 

 

◆少子高齢化の進展と子どもの数の減少                    

   ‛ │ 35 1960 ─ 14, 485 ╩Ⱨכ◒⌐ ⌐ ∂≡™╕∆⁹ 

   ‛ 27 ⌐⅔↑╢ │ 8, 148 ≢∆⅜⁸ ⌐⅔™≡╙ ╛⅛⌐ ⅜

ↄ≤⇔⁸20 ≤⌂╢ 22 2040 │⁸6, 657 ≤ ⇔≡™╕∆⁹ 

   ‛ │ 35 ⌐ 2,775 ⅜ ⅝⁸ ⌐ 400 ⌐ ⁸

5 2023 5 ≢ 473 30 ≤⌂∫≡™╕∆⁹ 

 

◆町が管理する公共施設の内、２番目に大きい学校教育系施設の管理床面積                

‛ ≢│ ⁸ ╩ 1 ⁸ ╩ 1 ⁸ 1 ⁸∕─ ≤⇔≡

☿fi♃כ╩ ⇔≡™╕∆⁹╕√⁸ ≡ ─ ⁸ ─ ≥╙ ╩ 2

⇔≡™╕∆⁹ 

‛ 6 3 ≢│⁸ ⅜ ה ∆╢ ─℮

∟⁸ │ 2. 29 ≢⁸ ⌐ ← ≢№╡⁸ ─ 11 ≤⌂∫

≡™╕∆⁹ β │ ≥╙ ╙ ╘ 1.9 5  

 

◆地震による被害や築 30 年を超える施設が床面積割合で全体の７割以上               

‛ 5 2023 ⁸ ⅜ ∆╢ │ 7 №╡⁸ │ 1.9 ≤

⌂∫≡™╕∆⁹β │ ↄ 

‛ ≢│⁸ 30 ⇔√ ⅜ ─ 32 6,300 ╩ ╘≡™╕∆⁹ 

‛ 56 1981 6 ─ ≢ ≡╠╣√ │ 3 ⅜ ⇔╕∆⁹

↓╣╠⌐≈™≡│ ⅜ ╦╣⁸ ⅜ ≤ ↕╣ ⌐╟╡

⅜ ╦╣≡⅔╡╕∆⁹ 

‛ 30 ⌐ ⇔√ │⁸ ─ ⌐╙ ⌂ ╩ ⅎ╕⇔√⁹

≢╙⁸ │ ─ ⅜ ≤⌂∫≡™╕∆⁹ 

‛╕√⁸∕╣ ─ ⌐ ↕╣ ⅜ ╠╣╢ ⌐≈™≡│⁸ ⌐

╩ ╘≡™╕∆⅜⁸ ─ ╩ ⅎ╢ ⅜ ╩ ╘⁸ ╛

─ ╩ ⌐ ╘╢ ⅜№╡╕∆⁹ 
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２ 学校施設のめざすべき姿 

─╘↨∆═⅝ │⁸ ─ ─ ╖⌐⅔™≡ ∆═⅝ ≤⌂╡

╕∆⁹ │ ─ ⌐⅔™≡₈ ₉₈ ₉₈ ┼─ ₉₈

┼─ ₉₈ ─ ₉─ ⌐╟╡ ↕╣√╙─≢∆⅜⁸ ─ ╩ ─

≤⇔⁸ ⌂ ╛ ─ ╩ ™╕∆⁹ 

図表 学校施設の目指すべき姿（学校施設整備基本構想の在り方について H25 年 3 月） 
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３ 学校施設整備の基本的な方針等 

（１）計画の基本的な方針 

─ ⌂ │⁸ ≢№╢₈ 2 ₉≢─ ה≡

─ ┘ 2 ─₈ 3 ₉≢─ ≤⇔╕∆⁹ 
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（２）学校施設の配置計画の方針 

─ ⌐ ∆╢ │⁸ ─ 18 ⌐ 758 ≢⇔√⅜⁸ 5

⌐│ 473 ≤⌂╡⁸ ≢⁸ 37.6 ─ ≤⌂∫≡™╕∆⁹ 

↓─╟℮⌂ ⁸ │ 27 1 ⌐₈ ה ─ ה ⌐ ∆╢
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４ 改修等の基本的な方針 

（１）長寿命化の方針 

─ ⌐ ↑ ─ ╩ ≤∆╢ ─ ⅛╠⁸ ⌐╟╡
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（２）維持管理コスト算定条件 

─ ה ◖☻♩ │⁸43 ─ ₈ ─ Ɽ♃כfi₉─▬ⱷכ

☺⌐ ≠ↄ╙─≢№╡⁸ 38 ─ ─ ⁸ ⌐╟╡

╩ ⇔ ⇔╕∆⁹ 

 

① コスト試算の考え方 

₴ ꜘ ֿ ├ ⅛ ʹ  

ʹ ᾎᴁӓ ʹ ₴ ›˗ ᷈ ѝ Ẏ Ӵ₴↓ ʣ 

֗ ᾎᴁӓ ʹ ὕ ₴ ֦ ┴ ˹♥ 10 ₴̊К ὕ

► 10 ѝ 1 10 ₴ ʣ 

ᾎᴁӓ ʹ ὕ ֯ ┴ Ѩὑ קʹ ὑ 

  ᾎᴁӓ֯ ┴ ʣ Ӣѝ ᾎᴁ ┴ 40 ₴ ᾎᴁӓ ʹ

20 ₴ 60 ₴ ˔ ʹ 80 ₴ ὑ 

 ᾎᴁӓ֯ ┴ Ḩ ₴ 40 ₴ ┴ ˹♥ 10 ₴̊К ᾎ

ᴁӓ ʹ ὕ ὑ 

 ᾎᴁӓ ʹ ὕ ┴ ʣ Ӣѝ Њ ┴

ᾎᴁӓ ʹ ὕ 20 ק₴ Ẏ ὕ

ὑ 

 

  

②  基準年度 

2023 年 試算期間：基準年度の翌年度から 40 年間 

 

③  維持更新コストの単価設定                      

円 /㎡  

 学校 体育館 園舎 給食センター 

改築 100％ 400,000 100％ 300,000 100％ 400,000 100％ 400,000 

長寿命化改修 60% 240,000 60% 180,000 60% 240,000 60% 240,000 

予防改修 25% 100,000 25% 75,000 25% 100,000 25% 100,000 

 

④  コスト試算条件 

 従来型 長寿命化型 
備考 

周期 工事期間 周期 工事期間 

改築 50 年 2 年 80 年 2 年 ※実施年数より古い建物の改築を 10 年以内に実施 

長寿命化改修 - - 40 年 2 年 ※実施年数より古い建物の改築を 10 年以内に実施 

予防改修 20 年 1 年 20 年 1 年 ※改築、長寿命化改修の前後 10年間は実施しない 
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（３）維持管理コストの試算（従来型） 

◖☻♩⌐≈™≡⁸ ─ ╩ 50 ≤∆╢ ─ ◖☻♩─ │

≤⌂╡╕∆⁹ ≢№╢ 40 ─ │ ⌡ 138 ─◖☻♩⅜ ╕╣╕∆⁹ 
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５ 基本的な方針等を踏まえた施設整備の水準等 

（１）改修等の整備水準 

≢│⁸ ─ ⌂ ≢ ⇔√╟℮⌐⁸ ─ ─ ┘ ─ ה

─ ⅛╠⁸ ⌂ ⌐ ┘ ╩ ⇔⁸ ╩ ⌡ 80

≤⇔√ ─ ╩ ╡╕∆⁹ 

≢│⁸ ⌐ ⌂ ╩ ∆─╖≢⌂ↄ⁸ꜝ ▬ⱨꜝ▬fi─ ⌐╟╡

─ ╩ ↕∑╢≤≤╙⌐⁸ ─ ╛ ╩ ─ ⅜ ╘≡™╢ ╕≢ ⅝

→╢↓≤╩ ⇔╕∆⁹ 

 

（２）建物の耐久性の向上 

─ ⌐№√∫≡│⁸ꜝ ▬ⱨ◘▬◒ꜟ◖☻♩─ ╛ ─◄Ⱡꜟ◑כ ─ ⁸

─ ─ ╩ ╡ ╣≡⁸ ─ ⅎ ≢ ─ ╩ ╡╕∆⁹ 

 

図表 改修等の整備水準 

̬ ʿרǵׄʣ  

ᾶ ɵᾶʣ ƥᾶ ɵᾶʣǲǑǋǭǶƲ ̱ȋ┴ К ǿǵ ș ǞƲ┴ ǵҜӓ

ș ǏȒǦȈƲ Ǯǵᾶ ȋƲᾶʣ ǵ șЋ ǲ

ǋȅǠƳ 

ƥᾶ ǵ ǲǫǋǭǶƲȪɩɎɨȤɞ ǵ ʿרǵ ǋ Ǯǵ

ȋƲ ʿרȋ ǵר ǋṄ ǲȏȒ ʹȋʹ ș ǋȅǠƳ 

ƥᾶʣ ǵ ǲǫǋǭǶƲ Ἥǵ ˿ ȋ˹♥ǵ͑ ₴ ș

ǞƲṄ ƲȵɶɆ ֗ǺȠȷɓȟɩɆ ǵʴǒȐƲ ȉ

ᾍҧ ǵ ǋȉǵș ὑǞȅǠƳ 

Ẇ Ṣ ƥẆṢǲǫǋǭǶƲǹǺҊȓƲ ǔ֗Ǻ҄ ǵҜӓș ǲ ǠȒǦ

ȈƲֺᾍ ┴ ǵ ǲꜘǟƲṢ Ǯ ѝ ֕ǶЋ ǲ ǞƲ

̱ǵҜӓ ǵ ș ȐǢȅǠƳ 

ƥṢ ǵ ǶƲ Ἥ˿ ֗ǺǤǵ̀ ר șҴ ǵʣƲ Βרǵ

ǋṄ ˿ʣǙȋɠɩȽɩ ʹǵ̀Ʋ ȋ ι ȳȢɅȡɱȮ ǵ ʿ

ǵר ǋ Ǯǵ Ʋ ȉ ᾍҧ ǵ ǋȉǵș ὑǞȅǠƳ 

ρ 

ρ 

ƥ ρ ᶅǵ ӓᾍ ǮǶƲ ₡ Ʋ ᴜǵὑ ˧ ǲȏǪǭ

ș ǲ ǗǯǯȉǲƲⱳ ǲꜘǟǭ ₴ ǵ ǋ ᶅș

ὑǞȅǠƳȅǦƲ ρ ǵ ᾍ ǮǶƲ › Ʋ˹♥ǵɟɱɄ

Ɉɱȷǵὦ ǜȋƲ͑ ₴ ǵ Ǟ șҴ ǞƲ ȉ ᾍҧ ǵ

ǋᾍ › ș ὑǞȅǠƳ 

 

 

 

 

 

 



- 42 - 

（３）維持管理の項目・手法等 

╩ ╢√╘⌐│⁸ ⌂ ╩ ℮∞↑≢⌂ↄ ⁸ ⌐ ─

╛ ⁸ ╩ ℮ ⅜№╡╕∆⁹ ⁸ ⌐ ╩ ℮↓≤≢ ─

╩ ⌐ ≢⅝⁸╟╡ ⌐ ⌐ ↄ↓≤⅜≢⅝╢√╘⁸ ⌐ ∂√ ⁸

╛ ╩ ⌐ ∆╢↓≤⅜≢⅝╕∆⁹ 

 

  図表 維持管理の項目・手法等 
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第 4 章 長寿命化の実施計画 

１ 改修等の優先順位づけと実施計画 

（１）改修等の優先順位づけ 

10 ≢│⁸ ⅜ ⇔≡™╢ ╩ ≤ ⇔⁸ ≤

⇔≡ ∆╢ ╩⇔╕∆⁹╕√⁸∕─╒⅛─ ⌐≈™≡│⁸ ─ ╩ ∆╢√╘─

╩ ™╕∆⁹ 

⁸ ⌐≈™≡│⁸ ╛ ─ ⌐╟╡⁸ ⌂ ╩ ⇔

╕∆⁹ 

⌂⅔⁸ ─ ⌐≈™≡│⁸ ⌐ ≢№╢ ─

╩ ╕ⅎ⁸ ⁸ ⁸ ─ ╩ ∆╢↓≤≤⇔╕∆⁹ 

 

（２）長期的な管理の見通しの想定 
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図表 長期的な管理の見通し 

 

ʴ ₴↓ ʹ ὑ₴↓  
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（３）長寿命化によるコスト試算の比較と検証 

50 ≢ ∆╢ ◖☻♩ ≤─ ≢⁸ 24 ─ ⅜ ╘╕∆⁹ 

 

 

 

２ 長寿命化の継続的運用方針  

（１）情報基盤の整備と活用 

╩ ∆╢⌐№√╡⁸ ─ ╛ ≡⇔≥♃כ♦╩≤⌂ ⇔⁸ ⌂

⌐ ∆╢↓≤⅜ ≤⌂╡╕∆⁹ 

─ ╩ ⌐ ⇔⁸ ─ ╩ ∆╢↓≤≢⁸ ─ ╛ ╩

⌐ ⇔╕∆⁹ 

⁸│♃כ♦ ⌐ ⅜ ∂√ ╛⁸ ⁸ ⌂≥⅜ ╦╣√ ⌐ ∆╢╒⅛⁸

⁸ ─ ╩ ╘ ╩ ⇔╕∆⁹ 

 

ḸḨ  Кὦ  

ἶ ְₓ ἶ Ḩ Ḹ 

ἶ ѩᵣ ῂ  ʹ ʹ ῂ ְₓ  

ὑ ὑ Ḹף ˗  

ἶ ὕ  ἶ ʹ ֺ₴  

Ҝӓ  Ҝӓ ֗ ᾍ ↓ ͔ 5 ₴  
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（２）推進体制等の整備 

╙⁸ ─ │ ⇔ │ ⇔≡™⅝╕∆⁹ 

╕√⁸ ⌐ ╘╠╣╢ ╛ ╙ ╦∫≡™ↄ↓≤⅜ ↕╣╕∆⁹ 

─ │⁸ ─ ─ ─ ≢╙⁸ ⌂►◄▬♩╩ ╘╢╒⅛⁸∕

─ │ ─ ─╖⌂╠∏⁸ ◖Ⱶꜙ♬♥▫⁸ ╙ ╘╠╣╕∆⁹ 

╟∫≡⁸↓╣╠ ─ ╩ ⇔⁸ ⌐ ╢ ╛ ─ ≤ ─ ⌐ ↑≡

│⁸ │╙≤╟╡⁸ ≤─ │ ⅛∑╕∑╪⁹ 

⌐ ≠⅝⁸ ╩ ⌐ ∆╢√╘⌐│⁸ ≤─ ╩╟╡ ╡⁸

╩ ↕∑≡™⅝╕∆⁹ 

 

（３）フォローアップ 

⌐ ≠⅝⁸ ⅛≈ ⌐ ╩ ╘≡™ↄ√╘⌐│⁸PDCA◘▬◒ꜟ╩

∆╢↓≤⅜ ≤⌂╡╕∆⁹ 

│⁸ ─ ╛ ⅎ─ ╩ ∆╢╙─≢№╡⁸ ┘

─ ─ ≢ ⁸ ╩ ™╕∆⁹ 

╕√⁸ ⱪ꜡◓ꜝⱶ⌐≈™≡│ ─ ⌐ ⇔≡™ↄ≤≤╙⌐⁸ ─

⁸ ⅛╠ ╠╣╢ ⌐ ∆╢ ה ⌂≥─ ⁸╕√⁸ ─ ≥╙─

─ ╩ ╕ⅎ√ ≢⁸ ⌐ ∂ ⇔╩ ™╕∆⁹ 

PDCA  

PLan  

Do  

Check  

Action  

ᵑ ʣ ρ ὑ 

ᵒ Ḩ ₡ ў ʹ ὕ  

ᵓ ρ ҧ ρ ᵎ  

ᵔ ֚  
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